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スーパージャイアントシェル LMC 4は LMCの中で最も大きいシェル状構造で直径が 1.5 kpcにもなる。H ii

領域 N55は LMC4の内部に位置し、若いポピュラス星団 LH72 によって励起され、LMC4のキャビティ内で唯
一観測された巨大分子雲を伴う。過去のH iの観測から、LMC 4は複数のシェルの重ね合わせで構成されており、
N55が付随するシェル SGS14の形成時に LH72の形成が誘発されたのではないかと提案されている (Olsen et al.
2001)。また、干渉計によるH iの高分解能マップや、Spitzerによる遠赤外線マップは、N55方向の星間ガスが、
頭がキャビティの中心に向いたヘッドテイル構造を持ち、シェルの成長の際に影響を受けたことを示唆している。
シェルが分子雲やそこでの星団形成に与える影響を調べるため、N55に附随する分子雲を、ALMA(Cycle 1)に

おいて band 3の 13CO(1–0), C18O(1–0),CS(2–1)やH40α輝線での高空間分解能観測を行った。6′ × 4′のモザイ
ク観測で、同領域の分子雲をほぼすべてカバーしており、達成した空間分解能は 2.5秒角 (0.6pc)である。その
結果、分子雲の詳細な分布や速度構造が明らかとなり、12m アレイによる 13CO(1-0)輝線の結果からは、質量が
数百から一万太陽質量程度の分子雲・分子雲コアからなる、全体でおよそ 3× 104 M⊙の分子ガスが検出された
([13CO]/[H2]=3.2 × 10−7 を仮定)。検出された分子雲の分布は、Spitzer 8 µmの強度分布によく一致しており、
13CO(1–0)のピークでは、CS(2–1) 輝線も検出された。


